
73No-Dig Today  No.100（2017.7）

はじめに1 .
　私とJSTTとの関わりは，14年前に本誌の編集小委
員として始まりました。当時，私は下水道関連コンク
リート二次製品メーカーである弊社の開発部隊に所属
しておりましたが，他の業界とのおつきあいもそれほ
どなく，NTT，電力，ガス，コンサルタント，ゼネコン，
官公庁などのエキスパートの中で，とても大それたこ
とはできないと，あまり乗り気ではありませんでした。
　しかし結果的には超大口径推進管の開発をはじめと
し仕事の上で非常にプラスとなりました。また，個人
的にも大勢の友人ができ，初代小委員長で元㈱奥村組
の和田洋氏をはじめとして歴代の小委員長や編集小委
員の皆様，そしてJSTT職員や推進工法協会の職員の
方々とは，今でも親しくさせていただいております。
もちろん個人の仕事の上でも，人脈形成に役立たせて
もらったと思っております。感謝，感謝であります。
　私は常日頃より，弊社社員に「できるだけいろんな
人と知り合いになることが一番大切なことだよ」と

言っていますが，それもこれも私のJSTTとのつなが
りによる経験からのことです。
　また私は人とのつながりが，一対一の関係にとどま
らないで，“べき乗”的に拡がって行く人のつながり
を作ると感覚的に思っています。この“つながる”と
いうことについて深耕した，本項表題の「複雑な世界，
単純な法則（マーク・ブキャナン著）」という本があ
ります。
　本書では，人と人とのネットワークも，アメリカの
電力網も，線形動物におけるニューロンのネットワー
クも，そしてインターネットのWWW（ワールド・
ワイド・ウェブ）も非常によく似た構造であることが
示されています。

六次の隔たり（six degrees of separation）
について2 .

　1960年代，アメリカの心理学者でスタンレー・ミ
ルグラムという人が次のような実験をしました。
　①カンザス州とネブラスカ州の住人をランダムに選

出し手紙を送りつける（図−1）。
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図−1　ミルグラムの実験

写真−1
「複雑な世界，単純な法則」
（マーク・ブキャナン著）
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　②その手紙にはボストンにいるミルグラムの友人の
株仲買人に転送してほしいと依頼されてある。

　③しかし，その友人の住所は書かれていない。
　④ルールは，それぞれの人の個人的な知り合いで，

その株仲買人に近いと思われる人にだけ送るよう
指示してある。

　驚くべきは，この実験の結果，大半の手紙が株仲買
人に届いたということです。しかも転送回数は，ほぼ
6回前後だったとのこと。この発見は有名になり，多
くの人が「6次の隔たり」という言葉で口にするよう
になりました。これが話題となり同名の舞台劇まで演
じられました。台本には「この地球上の誰でも，たっ
た6人分隔たっているだけなんですって・・・大統領
でもヴェネチアのゴンドラ乗りでも・・・6人の人を
たどれば地球上の誰とでもつながるの。すごい考えで
しょ！」というセリフがあります。
　すごすぎる考えですが，実際その通りになっている
らしいです。新幹線や乗り物で隣どうしになった初対
面の方が，共通の知合いで繋がっていたことや，レス
トランで隣のテーブルに座っているカップルが同郷の
近所に住んでいたとか，というような話は良く聞かれ
たことがあると思います。私も日常でこのような経験

をしたことはありますし，読者の皆さんもあるのでは
ないでしょうか。先日お会いした初対面のデザイナー
が，私の姉の嫁ぎ先のお隣の方だったことを今月，義
兄に聞いたところです！
　どうして，六次の隔たりが現実のものとなっている
のでしょう？どのようにすれば60億人もの人々をこ
れほど緊密に結びつけることができるのでしょう？
　本書ではそのからくりの一つの要因として“弱い絆”
の重要性について触れています。これは次のようなこ
とです。大雑把に言って，家族や親友，同僚など，長
い時間を共に過ごすような間柄を「強い絆」と呼び，「弱
い絆」とはそれほど濃密ではない知り合いの関係とし
てみる。図−2でAがB，Cの二人と強い社会的絆で結
ばれていれば，まず間違いなくBとCとの間にも強い
絆が存在するはずです。これに対して図−3のように
強い絆（実線）で結ばれたブロック（三角形になる傾
向がある）同士が，弱い絆（点線）で連絡し合うネッ
トワークを考えた場合，AさんからBさんまで行くた
めに「弱い絆」のリンクがあれば距離は1ですが，な
くなってしまうとAさんからBさんまで8本のリンク
をたどらなければならなくなります。これに対して強
い絆だけの図−2ではたとえ1本のリンクが切れても

図−2　強い絆
強い絆

弱い絆

図−3　強い絆と弱い絆によるネットワーク
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せいぜい2の距離で誰にでも到達するのです。
　社会の架け橋（人と人との絆）は社会のネットワー
クを一つにつなげるために大きな力になります。架け
橋になっているのは強い絆（たとえば親友間の絆）、の
はずと思うかもしれませんが，ほとんどどんな場合で
も弱い絆が架け橋の役割を果たしていたことをアメリ
カの社会学者であるグラノヴェターが示しています。
　独身男性が女性を紹介してもらう時には「弱い絆」
に頼む方が，はるかに確率が上がるということです。

超大口径推進管の開発に結び付いたこと
等3 .

　私はJSTTとのつながりについて“弱い絆”である
と思っています。これは親密度や友情が薄いからとい
うネガティブな意味ではありません。家族や会社がひ
とつのまとまり，すなわち“強い絆”だとした場合の
対極のつながりです。私がJSTTと関わって仕事の上
でも人脈形成にも役立たせていただいた原因は，実は
ここにあったのではないかと思っています。
　思いつくままですが・・・・
　①「超大口径推進管」という，半割の部材を結合し

て3000ミリ以上の推進管を提供する技術開発が
できました。

　②まったくなかった，ガス，通信分野での人脈形成。
これは営業につなげることができました。また後
に経験する，この分野での共同開発にも臆せず向
かっていくことができました。

　③調査・探査や更生工法など，異業種の知識がずい
ぶん増えました。これは話題についていけるとい
う意味で仕事上のプラスになっています。

　④そして，いつでも飲める友人が圧倒的に増えまし
た。これは人生を豊かにしてくれました。

おわりに4 .
　連綿と続いてきたNo-Dig Today100号によせて，
先輩たちに敬意と感謝を表します。下水道中心であっ
た推進技術を異業種の視点で俯瞰し，非開削技術を集
積した本誌には，大きな功績があったと思います。こ
れからも150号，200号とつないでいってほしいもの
です。そして技術の継承とともに人と人とのつながり
を拡げて，より色々な世界への道標となるネットワー
クを構築してください。読者の皆様，JSTTにつながっ
ていると，いつかきっといいことがありますよ！

写真−2　超大口径推進管


